














件　数

767

48

205

153
空地内のベンチ若干焼損

9 月

29 14平戸地区 2 3 △ 1 合計 43

2 △ 1

東戸塚地区 6 3 3 その他 2 2 0

柏尾地区 3 0 3 吉田矢部地区 1

0 1

川上地区 1 0 1 下倉田地区 1 1 0

舞岡地区 1 1 0 上倉田地区 1

4 8

北汲沢地区 0 1 △ 1 汲沢地区 1 1 0

踊場地区 0 0 0 大正地区 12

△ 5

戸塚第三地区 0 1 △ 1 名瀬地区 2 1 1

0 0 0

戸塚第二地区 3 0 3 上矢部地区 2 7

戸塚町

車両

船舶

10,392

△ 502 100,181

1,164

1

0 3 1

 耐火５階建て共同住宅において、モバイルバッテリー１基焼損

108,893

救急出場件数 11,227

7

2

3

0

2

0

47 40

連合町内会別火災発生状況 2020年

連合/年別 令和２年 令和元年 増△減 連合/年別

その他

令和２年 令和元年 増△減

戸塚第一地区 5 2 3 平戸平和台地区

交通事故

一般負傷

発生日 発生場所 概　　　要 種　別

9月1日 急　病

1,324 △ 160 11,898 13,455

令和２年9月中の戸塚区内火災・救急状況
　火　災　１　件 救　急 　1,173件

※　数値は速報のため、変更することがあります。

救急
種別

1,193

△ 1,557

一般負傷 1,862 1,929 △ 67 26,593 27,651 △ 1,058
その他

△ 8,712
交通事故 427 533 △ 106 6,242 7,435

急病 6,939 7,441

△ 835 144,914 157,434

△ 4

△ 1

△ 12,520

その他 16 9 7 197 198

電気機器 3 3 0 31 35

22 1

こんろ 6 55 58 △ 3

たばこ 6 3 3 68

0 23

主な
出火
原因

放火（疑い含む） 10 12 △ 2

2 4
配線器具 2 2

80 △ 12

77 96 △ 19

△ 11114 125

5,481 △ 1,317
死者 1 0 1 12 18 △ 6

損害
程度

焼損床面積（㎡） 215 211 4 4,164

負傷者 4 9 △ 5

0 0 0
その他 15 9 6 140 150 △ 10

326 △ 28
林野 0 1 △ 1 0 1 △ 1

火災
種別

建物 25 18 7 298

航空機 0 0 0

増△減

火災件数 43 29 14 488 518 △ 30

火災・救急状況（令和２年中）
　　戸塚消防署(令和２年9月30日現在)

区分／年別
戸塚区 横浜市

令和２年 令和元年 増△減 令和２年 令和元年



 
 
 

11 月 9 日は、･･･ 

１「 １ １ ９
ひゃくじゅうきゅう

」番の日 

消防に対する正しい理解と認識を深めるとともに、防災意識の高揚、地域ぐるみ

の防災体制の確立を目的として、1987 年（昭和 62 年）より 11 月９日を「１１９」

番の日としています。 

 

２ 秋の火災予防運動週間 （11/9～11/15）  ※議題でポスター掲示の依頼あり 

  「その火事を 防ぐあなたに 金メダル」  2020 年度全国統一防火標語 

  昭和 24 年から春・秋の 2 回火災予防運動を行うようになりましたが、実施期間は、その年によってまちまちでした。 

現在は、「119 番の日」である 11 月 9 日からの一週間を秋の火災予防運動としています。 

 

 

３ 住宅用火災警報器の一斉点検日 

  横浜市では火災予防運動期間中の 11 月９日から 11 月 15 日まで（春は３月１日から３

月７日まで）を住宅用火災警報器点検強化キャンペーン期間とし、住宅用火災警報器の

点検を推進しています。 

特に火災予防運動(秋)の初日となる 11 月９日（月）を住宅用火災警報器の「市内一斉

点検の日」として、「ご家庭に設置の住宅用火災警報器の点検」を呼び掛けています。 

 

戸塚消防署からのお知らせ【10 月】 

 

近年、市内の住宅火災において死者の約６割から８割が 65 歳以上の高齢者であり、今後、

更に超高齢化社会の進展が予測されることから、高齢者を火災等の被害から守るために、防火

安全対策の取組を積極的に推進していきます。 

戸塚消防署では現在実施方法について関係機関と調整を行っていますが、取り急ぎ高齢者世

帯で訪問希望のある世帯（訪問許可のある世帯）に消防職員が出向き、住宅防火アドバイス等

を行います。 詳しくは、チラシを参照ください。 

 

高齢者の防火安全対策について 



戸塚区民の皆様に耳寄りなお話があります。

65歳以上の高齢者のご自宅に

戸塚消防署職員がお伺いします。

高齢者宅の火災被害が増えています。火災による被害を防ぐため、戸

塚消防署の消防職員が高齢者宅を訪問し、火災予防の アドバイスな

どを行います。

訪問をご希望の方は、お気軽に申込みください。費用は無料です。

【訪問対象】 

・ 戸塚区内の65歳以上
の高齢者を含む世帯

【訪問時間】 

・ 平日の午前10時～午後４時
１軒当たり10分～15分程度

【実施内容】

・火災予防のポイントをお話します。(防災訪問チェックリストを作成し結果をお知らせ
します。)

・ご希望がある場合は、住宅火災警報器、こんろなどの調理器具、暖房器具、電気機
器、喫煙等の状況などを確認し、その後火災予防のアドバイスを行います。

訪問する消防職員は、制服又は作業服を着用し、 
職員証を携帯し、必ず２人以上で伺います。

【お申込み方法】

・ ご本人から直接のお申込みが可能です。

・ 平日の午前８時45分から午後５時までに戸塚消

防署予防課予防係まで、御来署又はお電話にてお

申込みください。訪問日等は調整のうえ決めさせ

て頂きます。

【お申込み先】

電話/FAX 

045-881-0119

戸塚消防署総務・予防課予防係

住所:横浜市戸塚区戸塚町４１４４番

裏面あり



訪問を希望される方は、戸塚消防署の窓口又は
お電話でお申込みください。 

※ＦＡＸをご利用の方は下記を送信ください。

お伝え頂きたいこと。 

戸塚区戸塚町4144番地 
電話/ＦＡＸ 045-881-0119 

お申込み先 
戸塚消防署総務・予防課 
予防係 

費用は無料です。

連絡お待ちして

います。 

戸　塚

Ｒ　年



○ 令和２年度 ８月分 戸塚区燃やすごみ量実績（速報値）について 
 

８月分の燃やすごみ量は、昨年度の同時期に比べ 3.8％増加 しました。 

 
【戸塚区】家庭系燃やすごみ量（８月分） 

 燃やすごみ量(トン) 原単位(g/(日・人)) 

令和２年度 

８月分 
3,523 404 

 前年度差 128(3.8％) 13(3.4％) 

令和元年度 

8月分 
3,396 391 

 
【戸塚区】家庭系燃やすごみ量（４～８月分累計） 

 燃やすごみ量(トン) 原単位(g/(日・人)) 

令和２年度 

４～８月分累計 
18,463 429 

 前年度差 1,132(6.5％) 25(6.2％) 

令和元年度 

４～８月分累計 
17,331 404 

 
フードドライブを実施します         
 

受付期間：10 月 26 日（月）～30（金） 

受付場所：戸塚区役所地域振興課（９階 95 番窓口） ９時～17 時 

資源循環局戸塚事務所             ９時～16 時（11 時 30 分～13 時 30 分は除く） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ： 戸塚区地域振興課資源化推進担当 TEL 866-8411 
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